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「原発はいらない！」。福島県内を始めとして全国か

ら郡山市開成山野球場に集まった１万６千人の労働者・

民衆が全国・全世界に向けて宣言を発した。

福島からは母親・農民・漁民・高校生など６人が県民

の訴えを行い、「人間と原発とは共存できない」「『頑

張ろう日本』でなく『変えよう日本』」「人の命も守れ

ないのに、電力とか経済とか言っている場合ではない」

と訴えた。これらは「フクシマ」の魂の叫びとして、参

加者全員の心に新たな火をつけ、燃え上がらせた。

次は3･24日比谷「さよなら原発」集会へ！

参加した学生の感想①

3月11日、私は福島県郡山の開成山球場にての福島県民大集

会に参加して参りました！大会には約2万人(公式宣言では1万

6000人)が参加し、県民や大江健三郎さんの発言を受けて大会

は激しく高揚し、その後の学生のデモ隊列は意気軒昂として

街頭を練り歩きました。

大会において叫ばれた事は、福島県の中で「分断」が起きて

いる事、そしてそれを否定し、今こそ団結を行い被災地の現

状を人民の力で打破するべきだという事です。「復興」とか

「支援」が資本の力に依存して行使される限り、被災地の人

間は、とりわけ農民・労働者は継続的に苦しい生活を強いら

れるであろう事を、現場の人々はすでに理解しています。企

業や資本だけが旨味を啜り(救われ)、その代償を下々が負わ

される事に、今こそ立ち上がって打ち破らなければいけない！

その根底的な怒りです。

私は３・１１一周年を迎え、原発事故を風化させず、国・東

電・電力会社の悪事を暴き、大衆による「カチコミ」で私た

ち人民の力を示す事が、３・１１を真に反省するための一歩

と考えます。国民の傷の舐め合いや痛み分けに組みするだけ

ではなく、人災の張本人をハッキリさせ、責任追及を行う、

その時が2年目の今です。共に怒り、立ち上がりましょう！

(法大一年生)
↑３・１１郡山デモに全学連も福島大先頭に全国から総決起



参加した学生の感想③

私達は怒らなければならない。責任をとらずに己の欲求の

みを押し通し続ける世間知らずの悪童に鉄拳制裁を加えなけ

ればならない!

「原発がないと電気が足りなくなる!そうなれば製造業で

食ってきた日本は終わる!経済が壊滅する!」

だまれ!だまれ!ふざけるな!ふざけるな！

その前に言うべき事があるだろう!やるべき事があるだろ

う!お前は何様だ!？何歳だ!？

まずは素直に「すみませんでした」と謝れ!自分のしでか

した事の大きさと責任を認識したら行動で奪ったぶん壊した

ぶんを一生懸命返していくべきだろう!!

畑も店も職場も家も家族も友人も、何もかも放射能まみれ

にしておいて責任は取らず賠償もせずこの上「経済の為に再

稼働させて」だと!？それも政府独断でだと!？復興特区では

超新自由主義的経営だと!？被災して職を失った人に低賃金

労働だと!？

人を舐めるのも大概にしろ!!!それでも貴様らは本当に大

人なのか!？そもそも人間なのか!？自分の子供に一体何を教

える気だ!？

国際平和か？世界経済か？英語か？数学か？

目の前の光景に耐えられず遠くばかり見て偉そうに語って

いるガキには未来に残せる物など何もない。

ただただ次の世代に障害を残す害悪でしかない!

1万6000人の怒りを持って開かれた福島県民大会で私はそ

ういう資本家に対する怒りを新たにした。(法大2年生)

第３誘導路粉砕・市東さんの農地を守ろう！ フクシ

マ連帯・原発再稼働許すな！ ＴＰＰ（環太平洋経済

連携協定）反対！ 軍事空港粉砕・改憲阻止！

【日時】３月25日（日）正午

【会場】成田市天神峰

反対同盟員所有畑

【主催】三里塚芝山連合空港

反対同盟

再稼働を許さない さようなら原発

1000万人アクション

【日時】3月24日（土）

13:00～ 集会開始

14:30～ デモ

【会場】

日比谷野外音楽堂

参加した学生の感想②

３．１１福島県民集会では１万６千人が「原発いらない」

の声を上げ、開成山球場を埋め尽くしました。政府が昨年

末にも事故収束宣言を出し、安全キャンペーンを進める中、

事故は終わっていないということを福島と全国の人々の声

で示しました。特に政府による福島切り捨てに福島の人々

は負けていませんでした。集会中の福島県民の集会発言で

は、「東京電力と国はきちんと責任を取って下さい」「人

の命も守れないのに、電力とか経済とか言っている場合で

はないはずです」等、政府、東電に対する根底的な怒りを

発しました。福島の人々の一言一言が再稼働を止める展望

です。

集会の前には全学連福島現地行動隊として福島で活動して

きました。

現地で３．１１集会への参加を訴える中で様々な人々と

出会い、福島現地の思いを肌身で感じることができました。

現地で復旧・復興が進むなかでも福島の怒りは絶えること

はありません。福島の人々は家族や地域がばらばらになっ

た悔しさ、モルモットにされることへの怒りなど福島で生

活することを決めた彼らの一言一言が政府、東電への怒り

に向かっています。圧倒的多数の人々が原発に反対し、

「再稼働をとめてほしい」と訴えます。彼ら自身の思いと

行動が中心にすわって当日の集会に１万６千人が立ち上がっ

たのだと実感できました。

さらに、福島現地の闘いを実感できました。当日の集会

とデモでは組合旗が林立していましたが、集会以前にも福

島現地の労働者の闘いは始まっていました。国労郡山工場

支部はJR当局へ職場の除染要求に立ち上がり、福島県教組

の現場組合員は、教育委員会や国に怒りを発し、母親たち

も再稼働阻止へ行動に立ち上がりました。

このような地域全体に責任をとる労働組合や母親たちの

動きもあって、当日の集会全体を動かしたのだ感じます。

現在、政府主導で再稼働が進められようとしています。

野田首相は福島で集会が行われている中、原発再稼働へ

「自分が先頭にたつ」と表明しました。絶対に許すことは

できません。沸きあがる福島の怒りとともに再稼働阻止へ

キャンパスから再稼働を止める行動を巻き起こしていきた

いです。（東洋大学３年生）


